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熊野神社（くまのじんじゃ）
社の周囲には、約 4～ 500 年経っていると
思われる大欅が幹線道路から目印のように見える。
浄光寺（じょうこうじ）
日蓮宗。本尊は十界曼茶羅。
太鼓橋風渡り廊下に風情あり。

小澤健一氏宅の黒松
（おざわけんいちしのくろまつ）
昔から” 良い松の木” で通る程の見事な
枝振りで、道路拡張前は竿で枝を突き上げ
浅間神社の神輿が通った。
樹齢はおよそ 200 年くらいである。

アウトレットコーナーがあり、休憩所として利用できる。
株式会社　ウエスト
季節ごとに、桜やバラが咲き誇る。

喜雲院（きうんいん）
臨済宗（現・廃寺）。開基は、
天文 11年 (1542 年 ) 須田五郎八。
敷地内に清野村々議須田五郎の
辞世の句碑がある。
「涼しさや　花にも人の　来ぬ処」。

坪井の壺（つぼいのつぼ）
牛飼神社の 10メートルほど南に湧水あり。
壺を埋めて、昭和 30年代まで使われていた。
坪井という部落の名前も、ここから付けられた
のではないかと伝えられている。

牛飼神社（うしかいじんじゃ）
天孫瓊々杵命 ( ニニギノミコト ) を祀る。
石鳥居は、延宝 7年（1679 年）に建立。
境内には彼岸花が群生。当神社も、熊野
神社も当区の氏神様である。

蚕影山（こかげさん）

株式会社　ウエスト
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Pふれあいの森駐　車　場

飯島忠資氏の土蔵は、約 200 年前に建てられた
ものであり、左官の遊び心で描かれた珍しい
鏝（こて）絵が、南北の高い位置にある。
南側→大黒天・瓢箪、北側→蕪・鼠。２

山梨園芸高等学校発祥の地
（やまなしえんげいこうとうがっこうはっしょうのち）
山梨養蚕教習所を原田家 8代目当主 兵三郎氏が、
明治 28年に開所し、大正 11年には山梨県養蚕
学校、また昭和 25年に山梨県立石和高等学校、
36年に県立園芸高等学校となる。

←

須田邸の赤松
（すだていのあかまつ）光休寺 ( こうきゅうじ）

元和 8年 (1622 年 ) 創立。曹洞宗 ( 広厳院末寺 )
本尊は十一面観音。
忠魂碑と大銀杏に風情あり。

山の神（やま かみ）・道祖神（どうそじん）・
蚕影山（こかげさん）・水天宮（すいてんぐう）
地蔵尊（じぞうそん）
秋葉三尺坊（あきばさんじゃくぼう）
神様や仏様が大集合している。
地下に防火水槽がある広場。

山一白桃発祥の地（やまいちはくとうはっしょうのち）
榎原敬忠氏の園に於いて、昭和 26年頃発見される。
大久保種の枝変わりで晩生種。昭和 41年 4月に記念碑
が建立される。
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飯島忠資邸の蔵・鏝絵（いいじまただすけていのくら・こてえ）
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車に注意！！
カーブミラー
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